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１． 下水道事業の現状と課題について
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○ 「下水道事業の現状と課題」において、直近の重要項目や政治的情勢・国際的情勢を反映した項
目に見直すことが想定される。

○直近の重要項目としては、経営改善、施設等老朽化対策、職員数減少・技術継承がある。
○政治的・国際的情勢に関する項目としては、デジタル（DXの推進等）や脱炭素（SDGｓ・カーボ
ンニュートラルへの対応）、広域／他分野・領域連携等がある。

課題の概要 課題認識の背景

経営改善 収入減、費用増のトレンドの中で、どのように下水道事
業の経営改善を図っていくか

人口減少等による有収水量の減少により使用料収入
が減少

施設等老朽化対策 施設の長寿命化、適切な更新をどのように行っていくか 処理場、下水道管きょの更新需要が増加しており、管
きょ調査等維持管理費用も増加

職員数減少・技術継承 職員数が減少しているなか、どのように技術力を維持・
向上するか

下水道技術職員の不足、技術力不足

デジタル（DXの推進等） DXを活用した下水道事業の革新的技術開発をどのよ
うに進めていくか

新型コロナウィルスの影響もあり、政府主導で積極的に
DXを推進している

脱炭素（SDGs・カーボン
ニュートラル）

下水汚泥のポテンシャルを活用する等の脱炭素に資す
る手法をどのように拡大していくか

SDGｓ・カーボンニュートラルについて国を挙げて取り組
みを進めている

広域／他分野・領域連携等 持続的な事業運営を図るためには、スケールメリットを
生かして対応

国交省は下水道事業の広域化・共同化を推進するた
めの目標を設定

課題のアップデート

・高齢化・人口減少に伴い、下水道部署の職員の数がピーク時から約6割ほどまで減少している
・下水道施設の老朽化が進行しており、今後、布設後50年以上を経過した管が急増する見込み
・下水道事業の経営環境が厳しく、経費回収率は2割程度にとどまっている

旧コンセッション
ガイドラインでの記載事項
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２． PPP/PFI手法の活用による課題解決の期待
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○ PPP/PFIには、民間事業者に様々な工夫による手法を許容し裁量を与えることで、公共直営では実
現できないメリットを享受できるという共通の特徴がある。

○新たに認識された課題についても、 PPP/PFIの活用によって解決する余地がある。

項目 PPP/PFI手法活用による有効性

経営改善 PPP/PFIを活用することによって、地方公共団体が直営するよりも費用負担を軽減することが期待でき、
下水道事業の経営改善につなげることができる【特徴①・特徴②】

施設等老朽化対策 性能発注や設計施工を一体的に実施することで、施設の機能を維持する手法（長寿命化など）を
多彩に検討することが可能となり、適切な老朽化対策を期待することができる【特徴①・特徴②】

職員数減少・技術継承 PPP/PFI手法によって地方公共団体職員の負荷が軽減され、地方公共団体特有業務に人材を充
てることが可能となる。また、モニタリングを通じて、数少ない技術職員が効率的に技術力を維持すること
ができる。【特徴④】

デジタル（DXの推進等） PPP/PFI導入における企画競争やPPP/PFI事業期間中における技術革新等を通じて、民間事業者
が下水道事業に積極的にデジタル技術（電子台帳、遠隔技術など）や脱炭素技術を導入すること
が期待できる【特徴②】脱炭素（SDGs・カーボンニュートラル）

広域／他分野・領域連携等 PPP/PFIにおける民間事業者が「かすがい」となって、他の地方公共団体や他分野でのPPP/PFIも実
施することで、実質的な下水道事業の広域化、他分野領域の連携が可能となる。【特徴③】

・仕様発注から性能発注へ移行することで、内容・時期について民間事業者による裁量を許容【特徴①】

・工夫によりコストを減縮した場合には、コスト減縮分は企業努力として民間事業者の取り分【特徴②】

・エリアに縛られない下水道事業の経営が可能【特徴③】

・地方公共団体が必要とする人員を効率化できるため、より企画・計画的な業務へ注力できる【特徴④】

PPP/PFIの
一般的な特徴



２． 先進的課題への対応にPPP/PFIを活用している事例（デジタル）

改築・修繕の項目も
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出典）提案概要書・メタウォーターグループ

出典）選定基準・宮城県

➢ 宮城県上工下水コンセッション



２． 先進的課題への対応にPPP/PFIを活用している事例（脱炭素）
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➢ 鶴岡浄化センター消化ガス発電事業

➢ 豊橋バイオマス資源利活用施設整備・運営事業

出典）鶴岡バイオガスパワー



２． 先進的課題への対応にPPP/PFIを活用している事例（広域他分野）
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出典）秋田県

➢ 秋田県による広域化・共同化事例（現在検討中）



３． ご審議いただきたい事項
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○ PPP/PFI手法選択ガイドラインの利便性を高めるため、「現状と課題」に列挙する項目として、不要な
項目や不足の項目についてご意見を賜りたい。

○課題項目の背景や内容として、下水道事業からみて適切・十分な言及ができているかについてご意
見を賜りたい。

○ PPP/PFI手法がこれらの課題に対し、有効なアプローチとなるか、またどのようなアプローチで解決に繋
げていくかのポイント・留意点についてご意見を賜りたい。

PPP/PFIの有効性

＜ご審議いただきたい事項＞

課題の内容 PPP/PFIによるアプローチ

経営改善 収入減、費用増のトレンド下でどう経
営するか

PPP/PFIを活用している事例多数あり、効
果も確認されている

施設等老朽化対策 施設の長寿命化、適切な更新をどう
するか

PPP/PFIを活用している事例多数あり

職員数減少・技術継承 職員数が減少しているなか、どのように
技術力を維持・向上するか

職員数減少への対応手段としてPPP/PFIを
活用する事例は多数

デジタル（DXの推進等） DXを活用した下水道事業の革新的
技術開発をどのように進めていくか

論点が先進的であるが、PPP/PFIによってデ
ジタル（DX推進等）に寄与する事例あり

脱炭素（SDGs・カーボンニュートラル） 脱炭素に資する手法をどのように拡大
していくか

消化ガス発電PFI、ごみ処理施設DBO、民
設民営FITの先行事例もあり

広域／他分野・領域連携等 持続的な事業運営を図るためには、ス
ケールメリットを生かして対応

秋田県による検討中事例もあり

網
羅
性

課題内容の適切性


